
「議員と話そう」

三次市議会
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令和６年度



総務常任委員会
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委員長 副委員長 委員
伊藤 芳則 山田 真一郎 宍戸 稔 弓掛 元 藤井 憲一郎

徳岡 真紀 中原 秀樹
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総務常任委員会の所管

○総務部 ・・・・・財務，契約，財産管理，住宅
○経営企画部 ・・・広報，統計，総合計画，行革
○地域共創部 ・・・住民自治組織，まちづくり，

平和，人権，国際交流，
スポーツ，定住，女性支援

○危機管理監 ・・・危機管理，消防
○情報政策監 ・・・情報管理，情報処理，ＣＡＴＶ
○会計課，選挙管理委員会，監査委員ほか



活動方針
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人口減少社会へ対応していくために必要
な事項を重点テーマとして取り組む

共生社会の推進

地域公共交通

住民自治活動支援，まちづくり対策

障害の有無や年齢・性別・国籍の違いなど、さま

ざまな違いのある人々が、対等な立場で相互に尊
重しあい、多様な形で参加・貢献できる社会。

【共生社会】
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世界における日本の状況
日本は１４６各国中１１８位
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共生社会の推進

課題は
１ 政策や方針を決定する場への女性の
参画が少ない

２ 女性リーダーの育成が進んでいない
３ 女性の参画に係る意識啓発が進んで
いない

４ 仕事と生活の両立支援，理解が進んで
いない



先進事例の研究
 兵庫県小野市

議員定数１６人の内女性議員が７人

・ウイメンズ・チャレンジ塾

・女性議会の開催

・自治会役員女性参画推進事業補助金

 兵庫県豊岡市

ジェンダーギャップ解消推進の取組

・研修，ワークショップの開催

・無意識の決めつけや思い込みに気付く漫画や

動画の活用
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市政への提言，議会活動に反映



新田 真一
月橋 寿文
重信 好範
藤岡 一弘
増田 誠宏
國重 清隆
片岡 宏文

新田 真一
月橋 寿文
重信 好範
藤岡 一弘
増田 誠宏
國重 清隆
片岡 宏文

教育民生常任委員会教育民生常任委員会



市民部・・・・ 戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、
国民年金、国民健康保険、
後期高齢者医療、介護保険(賦課徴収)、
市税(賦課徴収)、衛生及び清掃 ほか

福祉保健部・・ 社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、
介護保険(賦課徴収を除く)、健康推進、
地域医療、母子保健

市民部・・・・ 戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、
国民年金、国民健康保険、
後期高齢者医療、介護保険(賦課徴収)、
市税(賦課徴収)、衛生及び清掃 ほか

福祉保健部・・ 社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、
介護保険(賦課徴収を除く)、健康推進、
地域医療、母子保健

教育民生常任委員会の所管教育民生常任委員会の所管



子育て支援部・・ 子育て支援及び少子化対策、
児童福祉諸手当、児童福祉医療 ほか

教育委員会・・・ 教育政策、社会教育の推進、
文化財の保護、図書館、生涯学習、
学校給食調理業務 ほか

市民病院部・・・ 病院事業

子育て支援部・・ 子育て支援及び少子化対策、
児童福祉諸手当、児童福祉医療 ほか

教育委員会・・・ 教育政策、社会教育の推進、
文化財の保護、図書館、生涯学習、
学校給食調理業務 ほか

市民病院部・・・ 病院事業

教育民生常任委員会の所管教育民生常任委員会の所管



小中学校の全児童生徒に完全無償化した自治体は
５４７、全体の約３０％で、一部無償化を含める
と７２２自治体、約４０％という実態。

小中学校の全児童生徒に完全無償化した自治体は
５４７、全体の約３０％で、一部無償化を含める
と７２２自治体、約４０％という実態。

国に意見書を提出国に意見書を提出

学校給食費の無償化を求める意見書学校給食費の無償化を求める意見書

三次市で実施すると毎年、約２億円の経費負担とな
り、財源確保が困難である。
三次市で実施すると毎年、約２億円の経費負担とな
り、財源確保が困難である。



所管事務調査所管事務調査

■ 三次市立十日市小・中学校等改築■ 三次市立十日市小・中学校等改築

■ 三次市次期一般廃棄物処理場候補地■ 三次市次期一般廃棄物処理場候補地

■ 小中学校のあり方に関する基本方針■ 小中学校のあり方に関する基本方針

選定委員会の進捗選定委員会の進捗

基本構想・基本計画基本構想・基本計画

の策定状況の策定状況



閉会中の継続審査閉会中の継続審査

■ ゴミ処理の広域化■ ゴミ処理の広域化

■ 脱炭素に向けた先進的な取組■ 脱炭素に向けた先進的な取組

■ 市立三次中央病院建替基本計画■ 市立三次中央病院建替基本計画

■ 三次市子どもの生活実態調査■ 三次市子どもの生活実態調査



産業建設常任委員会

竹田恵 掛田勝彦 保実 治
横光春市 委員長 副委員長 細美 克浩

鈴木 深由希 小田 伸次



産業建設常任委員会の所管

○産業振興部 ・・・・ 農林水畜産業，商業及び工業，起業，

雇用促進及び勤労者福祉，企業誘致，

観光交流

○建設部 ・・・・ 都市計画及び開発，都市公園，道路，

橋梁及び河川，災害復旧，建築確認，

下水道

○農業委員会 ・・・・ 農業振興，農地改良，農業者年金，

農地の利用調整



閉会中の継続審査

令和６年度 調査・研究事項

⑴ 地域農業の活性化について
⑵ 鳥獣被害対策について
⑶ 観光戦略・DMOについて
⑷ 地域経済の活性化について
⑸ 公共インフラの維持管理について



意見交換会

JAひろしま青壮年連盟三次地区本部との意見交換

意見交換の内容

★第２期三次市農業振興プランについて

★鳥獣被害対策の強化について

★担い手対策について

★地域計画について



行政視察

鳥獣被害対策の先進地を視察（１０月）

 埼玉県飯能市

・市職員による鳥獣被害対策隊の取組

 神奈川県秦野市

・ドローンを活用した鳥獣対策，はだの都市農業支援センターの取組



意見書の提出

「有害鳥獣被害対策のさらなる推進を求める意見書」の提出

国への主な要望事項

 鳥獣被害防止総合対策交付金の予算枠拡大
 中山間地域における鳥獣被害防止対策の一層の充実や財政支援
 鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業における事業の確認等の手続きの簡素化，
防護柵の整備に係る要件の緩和や手続きの簡素化

 ICTの積極的な利活用や財政的支援の拡充

内閣総理大臣や担当省庁等に提出（１２月）



広報広聴常任委員会は

市民により開かれた、
親しみやすい議会を目指し、
議会の取組に関する情報
発信のための「広報」活動
と、広く市民の意見を聴く
「広聴」活動に取り組んで
います

広報広聴常任委員会の活動



広報広聴常任
委員会の役割

広報広聴常任委員会は

市民により開かれた、
親しみやすい議会を目指し、
議会の取組に関する情報
発信のための「広報」活動
と、広く市民の意見を聴く
「広聴」活動に取り組んで
います



●議会報告・懇談会
「議員と話そう」の開催

19の住民自治組織での
常任委員会活動報告と
テーマに沿った意見交換会



●中学生・高校生
との意見交換会

主権者教育の一環として子どもた
ちの声を聴く（県立三次中学校・
日彰館高校・三次高校定時制・青
陵高校）



●イベントへの
市議会ブースの出展

令和5年から「みよし商工まつ
り」へ出展（議会クイズ、シール
投票、議会だよりアンケート）



●市議会だよりの発行
幅広い層の読者確保に向けて、
来年度完全リニューアルに取り
組んでいます。



グループやお友達で議員と話しませんか？
いつでもお声がけください！

「出張型 議員と話そう！」

三次市議会の情報はこちらから →

三次市議会ホームページ



27

わかりやすい情報発信に努めます


